
作成日 令和 6年 2月 21日 

 

                議 事 録           町田商工会議所 

 作 成 者：経営支援課 田村 

会 議 名 令和 6年度町田商工会議所 経営発達支援計画評価会議 

 開催日時 令和 6年 2月 13日（火） 13：00～14：40 

 開催場所 町田市文化交流センター5階カトレア 

出 席 5人 
（順不同・敬称略） 

（委員 4 名）前田進、太細貞治、安部征吾、長谷川英伸、佐藤専務（オブザ

ーバー：町田市 1名）朽木雄介／（事務局 4名）林、三田村、日下、田村 
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１．開会（司会：日下） 

 

２．委員長挨拶 

 ・㈱マネジメントコア前田の前田進委員長から挨拶、各委員自己紹介。 

  税理士会町田支部支部長が福島氏より安部氏に変更となった。 

 

３．議題 

（１）令和 5年度実施状況について 

【事務局】 

 ・経営発達支援計画について、法定経営指導員の変更があった。 

  (変更者)三堀陽平→田村洋平 

 ・町田商工会議所内担当部署の異動人事があった。 

  (変更)経営支援課課長 三田村貴幸 

・実績一覧表を基に実施内容について概要を説明し、今年度トピックスとして次の 2点については

詳細に説明した。 

◆Ⅰ-5 事業計画策定後の実施支援に関すこと① 

 事業計画実施後の 42社にヒアリングを行ったが、経営指導員が密にヒアリングを実施してい

る事業者は売上増加傾向となった。 

◆Ⅰ-6需要動向調査に関すること①、② 

及びⅠ-7新たな重要の開拓に寄与する事業に関すること② 

「看板商品プロデュース事業」として資料 3を用いて説明。10事業者の看板商品に対して、

商品力の向上と販路の改善・開拓支援の結果を報告した。 

 

【委員からの発言要旨及び事務局回答】 

〈評価について〉 

太細氏 Ⅰ-2②通行量調査について、今後実施予定はないのか。 

    →実施予定はない。自動で通行人の人数をキャッチできるようになってきているので 

     現地で調査する形は今後も取らない予定である。 

    Ⅰ-5①売上増加事業者数について、密にヒアリングを取れている事業者が売上増加傾向に 

    にあるのは評価できる。定量的なデータとして対外的に活用は出来ると良い。 

    →継続指導が出来ている事業者が良い傾向にあるが、継続支援が出来ている職員と出来て

いない職員がいる。継続指導に繋がる様、職員のレベルを高めて事業者の掘り起しをして

いく。 

安部氏  Ⅰ-4①事業計画策定支援について、目標に対する実績に関して評価出来る。 



    事業承継的な意味合いの支援を含まれているのか確認をしてもらいたい。 

    Ⅰ-7の C評価について、厳しい評価だと感じた。数字が目標に達していないが、広域で 

    交流会を行っているので評価できる。 

長谷川氏 Ⅰ-5②創業計画策定者向けについて、指導の延べ回数が昨年に比べて減少している。1年 

     後の黒字化についても半分以下が黒字化できていない。この部分が伸びていればより良い 

     評価となった。 

     Ⅰ-7①広域ビジネス交流会について、目標の 30社に対して実績が伸び悩んでいる。交流 

     会における横の繋がりは中小企業にとって重要であり、交流により販路開拓、新商品開発 

     等に繋がるので、更に実績を伸ばして欲しい。 

 前田氏 広域性の中に、若い世代、外国の方とのビジネスも伸ばしていって欲しい。 

     Ⅰ-7の C評価については、厳しい評価なのではと思う。Ⅰ-7①の実績は下がってしまっ 

     ているが、Ⅰ-7②の数字は伸びているので評価は Bが良い。 

佐藤氏 Ⅰ-7①広域ビジネス交流会について、同時期に別の交流会も開催される予定であり 

    計画に載ってはいないが、交流創出は出来ている。 

〈今後について〉 

安部氏 経営発達支援計画について、令和 2 年から 5 年間の計画となっているが、来年度の評価

では、前年比で評価するのか、単年の目標値達成で評価するのか、5年計画の評価は 

    単年度の評価の積み重ねで評価するのか、最終的な評価の着地はどのようになるのか。 

    →単年度の評価の積み重ねで 5年間の評価となる。 

    単年度で評価を行い、目標を達成する為に注力するところを変えていくのが良い。 

長谷川氏 令和 6年度計画が最終年になるが、計画実施の定量的な結果が事業者にどのような効果 

     があったのかをおさらいする事によって次の新しい計画にも繋がる。 

 

【評価会議の結果】 

 

 前田委員長より各委員の意見を聴取し、まとめた結果、Ⅰ-7の評価を事務局案から 1つ引上げ 

ることとなった。 

 

Ⅰ-7 新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 

（事務局案） Ｃ  →  （評価会） Ｂ 

  

４．閉会（事務局） 

 

次回会議 未定 

 


